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管理棟

ポンプ・
ブロワ棟

消化ガス
発電設備

⽔処理施設

ガスホルダ

堆肥化施設汚泥処理棟

汚泥濃縮設備

消化タンク 反
応
槽

項 目 内 容
計 画 区 域 面 積 ４，５２９．２ ｈａ
計 画 処 理 ⼈ ⼝ １8７，４００ ⼈
計画日最大汚⽔量 ６７，０００ ㎥/日
現 流 ⼊ ⽔ 量 ５５，６００ ㎥/日

処 理 ⽅ 式 標準活性汚泥法（3,4,5,6池）
担体投⼊活性汚泥法（1,2,7池）

排 除 ⽅ 式 分 流 式

嘉瀬川

筑後川

本庄江

佐賀市下⽔
浄化センター
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汚⽔は⼟砂やゴミ、浮遊物を取り除いた後、微⽣物の働きにより浄化（活性汚泥法）
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沈砂池
最初沈殿池

反 応 槽
1系×３池
2系×３池
3系×１池

最終沈殿池

本庄江へ放流

消毒設備

汚泥濃縮設備消化槽脱硫塔
ガスタンク

発電設備

G

汚泥脱⽔機
29.5kw×２台
32kw×1台

処理⽔無償提供

（自家消費）

汚泥堆肥化施設

肥料有償提供

CO2

CH4︓CO2

＝６︓４

B

送 風 機
260kw×２台
230kw×１台

25kW×16台

3(4)池

3,031㎥ ×2基
（有効）

7池（内、担体3池） 7池
ポ ン プ
200kw×2台
100kw×1台
90kw×１台

2池

1,700㎥

空気

（重⼒濃縮×１槽908m3
機械濃縮×２台10m3）

3台

発酵日数 45日、施設能⼒ 30㎥/日

汚⽔
P

（農業利⽤）

（農業利⽤）

（⾼付加価値農業利⽤）

（海苔養殖へ寄与）



平成２１年１０⽉から下⽔汚泥の堆肥化を実施（平成２３年度から有料販売）

肥料製造（100℃近くの超高温発酵）

熟
成

うまみ成分の
アミノ酸豊富

重⾦属の公定
規格をクリア

10kg20円
で販売

下水汚泥の焼却処分によるCO2排出量は年間1,184t

堆肥化施設で下水汚泥を全量堆肥化

樹齢50年の杉85,100本が吸収するCO2量を削減！

低炭
素化

アミノ酸含有率 4
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フレコンは事前予約が必要です。



処 理 ⽔
農業・漁業活⽤

現在の佐賀市下⽔浄化センター

下 ⽔ 汚 泥
堆 肥 化風呂風呂

トイ
レ
トイ
レ

台所台所

バイオガス
発 電

排
⽔

資源やエネルギーを創出
宝を⽣む施設へ!! 6



佐賀市下⽔浄化センターの取組みが
ＳＤＧｓへ貢献する内容

項目 取組み 目標 ターゲット

消化ガス発電
下⽔汚泥処理で発⽣す
るメタンガスを利⽤し
た発電

7.2再⽣可能エネルギーの拡
大
13.3気候変動の緩和

放流⽔の活⽤
海苔養殖に配慮した
運転
処理⽔の農業利⽤

6.b⽔と衛⽣に関わる分野の
管理向上
14.7⽔産養殖の持続可能な管
理

汚泥の堆肥化 下⽔汚泥の堆肥化
2.4持続可能な⾷料⽣産シス
テム
12.5廃棄物の削減、再利⽤

広報活動 じゅんかん育ちの販売
下⽔道の魅⼒を発信

4.4働きがいのある人間らし
い仕事

7



8




